
＜実行委員会より＞ 

 ９月の本講座は、対面とオンラインの併用をしたハイブリット方式で開催いたしました。今回の

講師には、元中学校教員の山田麗子さんをお迎えし、「デイル・ヤーシーン村の人々の姿からパレ

スチナ問題を考える」をテーマに模擬授業を行い、子どもが主体的に学び、主権者意識を育む授業

について御講演いただきました。 

 講座の前半では、模擬授業を行いました。現在起きているガザ市への攻撃について知っているこ

とについて教師と生徒で共有することから始まり、「年代別パレスチナの推移」を地図に赤ペンで

塗っていく作業や「デイル・ヤーシーン村」について翻訳された資料を段落読みする活動をしまし

た。資料の読んだ後、４人グループに分かれ話し合い活動を行うなど、授業の中で生徒たちが行う

活動のポイントを解説していただきながら、パレスチナの問題について考えることができました。

地図や資料を通して、パレスチナの難民や占領について確認していくと、現代の問題に戻り、パレ

スチナ問題に対する日本の考え方について見ていきました。今ニュースになっている問題もあり、

「日本はどのような選択をするのか」予想する活動は関心をもって取り組めました。 

 講座の後半では、まとめとして、「人びとの生きた歴史を継承する、今につなげて考える」、「主

権者である中学生の授業づくりのために」としてお話しいただきました。その上で、パレスチナ問

題について参加者同士で資料についての情報共有や、質疑応答を行い、知識を深めていきました。

話し合い活動では、対面の人だけでなく、オンラインで参加した人も話し合い活動を通して、意見

を出し合うことができ、充実した時間となりました。 

 模擬授業を通して、パレスチナ問題を過去から現在につなげて考えていくための考え方や道筋を

教えていただきました。山田麗子さんには、御多用の中、貴重な実践を御紹介いただきましたこ

と、心より感謝申し上げます。今回の学びを今後の授業づくりや校内研修に還元し、子どもたちの

より深い学びにつなげてまいりたいと思います。 

 

＜参加者からの感想＞ 

◆貴重なお話、ありがとうございました。パレスチナ問題や現在進行形の問題を授業で扱うな

ど、伝えたいことや伝えなければならないことがたくさんある授業では、資料を取捨選択すること

がとても難しく、「これでいいのか？」というような授業になってしまうことも多々あります。山

田さんの授業プランは、壮大なパレスチナ問題も、中学生でも身近にとらえやすいように工夫され

ており、これを参考にして授業をしてみたいと思いました。 

授業づくりの観点では、誰でもできる作業を組み込んだり、○○係、段落読みなど、それぞれに

役割をもたせたりすることで、どんな生徒も主体的に参加できるようにしています。そして、それ

をとても大切にしていることが伝わってきました。 

私は、退職したら「授業のことは一切考えたくない。」と思っているので、退職後もなお「教材

発掘」をして、授業のプランを作成することで、社会科教育のために尽力なさっていることが、本



当にすごいなーと思いました。山田さんの授業づくりの背景にある方々の想いも受け止めながら、

私も授業をしていかなければと思います。                     

 

◆作業から始めることや生徒一人一人が疑問に向き合えるような展開を作ることなど、特に方法論

の面から学ぶことが多いご報告でした。また、他の先生方のお話からも今こそパレスチナ問題につ

いて子どもたちとともに学ばなくてはならない、考えなくてはならないという強い危機感を感じ、

自分も真剣に向き合わなくてはならないとあらためて思わされました。 

まだ教材研究の段階ですが、パレスチナ問題について子どもたちとともに考える際、イスラエル

の視点から考えるアプローチもできるのではないかと考えています。被害に注目し、国連や国際社

会の動向の是非を問う授業ももちろん重要だと考えていますが、一方で日本に生きる自分たちを

「第三者」とみなし、パレスチナ問題を他人事とする見方や自分にできることはないという無力感

にもつながってしまうように感じています。イスラエルの教育や政治動向について学び考えること

が、日本の現状を批判的に見ることに繋がり、日本を次のイスラエルにしないためにどのような社

会を構想するのかといった流れの方が、パレスチナ問題を自分事に考えることができるのではない

かと思っている次第です。 

板垣雄三氏が主張しているように、サンレモ会議で日本もバルフォア宣言の内容を承認していま

すので、歴史的にも日本がパレスチナ問題と無関係であるとは言えません。山田先生や他の先生方

のお話にもあったように、グローバリゼーションの最中で、外交や貿易などイスラエルやパレスチ

ナと私たちの接点はたくさんあると思っています。教科書内容と関連付けながらも子どもたちの問

題意識や批判的思考力を高めていけるような方策を考えていきたいです。 

引き続き勉強させていただけますとありがたく存じます。本日はありがとうございました。 

 

◆「パレスチナ問題の根源がわかるような教材の発掘をしたい」という思いから、教材を探し続

け、金城美幸著「『虐殺』の物語の奥行き—シャリーフ・カナーアナ、ニハード・ザイターウィー

著『デイル・ヤーシーン』の解題と翻訳」にたどり着いた山田さん。中学生や高校生がパレスチナ

問題を考えるきっかけにするにぴったりの教材を発掘されたと思います。 

 山田さんは金城さんの訳書を参考にして、①1948 年 5 月、ユダヤ人国家イスラエルの建国宣

言前後のパレスチナの状況、②1948 年 4 月ユダヤ人武装組織から奇襲をうけパレスチナ人の虐

殺があったデイル・ヤーシーン村の歴史、虐殺事件当時の村の状況、村人の生活の営み、ユダヤ人

との関係、③1967 年以降現在に至るガザとヨルダン川西岸の状況 を授業資料にしました。 

 山田さんの授業計画では、この資料を授業で読み合わせる→グループ別に話し合い発表→出た意

見をまとめて、柱を立て、調べたり考えを深めたりしていく。（柱１デイル・ヤーシーン村の生活

について 柱２難民の生活について 柱３こうなった原因と、今後国連はどうしようとしている

か）となっています。 

 今日の講座の分散会では、私たちも資料を読んで感想を出しあいました。「村の歴史や状況、

人々の生活の営み、ユダヤ人武装組織からの攻撃の状況等リアルにわかった。」「長い間イスラエル

とパレスチナでの戦闘が続いていることがわかる」「1948 年の虐殺の時も子どもや女性を含ふく



む 107 人が殺害され、多くの人が負傷した。弱い立場の人たちを攻撃することは絶対に許されな

い。今もイスラエルは病院を攻撃するなどぜったいに許されないことをやっている。どうしてこう

いうことが続いているのか」資料から読みとれることがたくさんあります。 

生徒たちがこの資料をよんでどのような疑問、感想出しあうか興味があります。 

中学生は、まだ中東の歴史や地理を詳しく学習していないので、柱３のような問題を自分たちで

立てて考えられるでしょうか？担当した教員のフォローが重要になってくると思います。 

                                

◆山田麗子先生、体調がすぐれないなか長時間お話くださりありがとうございました。社会科につ

いての話ではありましたが、子どもへの問いの向けかたは、先生がどのように子どもたちに育って

ほしいのか語っているように感じました。「疑問や問いを自分自身に考えさせることでその疑問を

彼らの内に持たせること」は様々な問題を他人事ではなく、自分自身のこととして真剣に考えるた

めに必要なことです。最近の子どもたちは以前にもまして自信がなく、答えのある問いに飛びつく

傾向があるように感じます。それは私たち教員や保護者、ICT など周りの環境がそれを形成してし

まっているようにも思えるのです。イスラエルとパレスチナ、ウクライナとロシアなど、世界には

そう簡単に答えが出ない問題が山ほどあります。日本でも沖縄の基地の問題、北方領土、少子高齢

化などもそれに当てはまるのではないでしょうか。個人が持っている意見には隔たりがあり、簡単

には解決しない。これらの問題に当事者としてどのように考え続けるのか。私たち自身も子どもた

ちと一緒に考える姿勢こそ、問題解決の一歩であると感じました。山田先生が伝えてくださったこ

とを週明けまずは私が担任している子どもたちに伝えていきたいです。 

 

◆このたび授業づくり講座に初めて参加させていただきました。誠にありがとうございました。今

回、山田先生からパレスチナ問題について、実際の村の資料や現在の状況をもとに授業づくりをさ

れているお話を伺い、大変参考になりました。普段の授業ではなかなか触れることが難しい題材で

すが、生徒にどのように理解させ、考えさせるかについて、多くの学びを得ることができました。 

私自身、今回が初めての参加となりましたが、今後の授業実践に活かしていきたいと強く感じて

おります。次回 11 月の授業づくり講座にも、ぜひ参加させていただければと考えております。 

なお、今回の参加は高校の恩師からご紹介いただいたことがきっかけでした。歴史教育者協議会

の先生方から学ばせていただく機会を、今後も大切にしていきたいと思っております。今後ともど

うぞよろしくお願いいたします。                    

 

＜講師の山田麗子さんより＞ 

9 月の「授業づくり講座」にお招きいただき、ありがとうございました。参加者は、学生、現職

の教員、退職者、市民とさまざまで、所属も小学校から大学まで幅広いようでした。このような違

いはありますが、ガザの現実に心を寄せ、より良い授業を考えていることは、みなさん同じでし

た。こうした方たちと、パレスチナ問題に向き合い、模擬授業で対話的に考える時間をもてたのは

とても嬉しいことでした。 



私は、中学教員、大学の非常勤を経て、学び舎教科書の編集長をしています。「問いを生み出す

教科書」をめざしていますが、現場を離れて長いので、みなさんとの模擬授業は現職時代を思い出

してなつかしく新鮮な気持ちになりました。この気持ちを教科書編集に生かしていきます。 

感想もお寄せいただき、ありがとうございました。社会科、特に歴史は暗記教科になりがちで、

考えるといっても、用意されている長文を答えることに陥りがちです。 

「覚えて終わりではなく、学びが疑問を生み、新たな学びの出発点になる。モヤモヤする。調べ

たくなる。聞いてみたくなる。言ってみたくなる」このような問いを生み、自分で感じ考える学び

が、自分なりの歴史や社会の見方をつくってくれることでしょう。それが、主権者としての土台に

なると思います。そして、問い続ける学びの大切さは、子どもも大人も同じではないでしょうか。 

 私が現職の頃も教員は多忙でしたが、今日の先生方は激務で、職場の矛盾も大きいと思います。

そうした中でも、仲間をつくり学びあっていくことを願っています。 

貴重な学び合いの場をつくることに尽力されている「授業づくり講座」の実行委員のみなさん

に、心より感謝を申し上げます。 

 


